
平成19年10月 策定

県土整備局道路部道路企画課・道路整備課・道路管理課

平成22年３月 改訂

改訂･改訂･改訂･



1 2

計画策定･改訂の背景と計画の位置づけ計画策定･改訂の背景と計画の位置づけ計画策定･改訂の背景と計画の位置づけ

かながわのみちづくり計画かながわのみちづくり計画

■  かながわのみちづくり計画
　　  道路の整備と維持管理は、本県の道路行政の両輪として、相互に連携しながら取り組むことが

　　重要であることから、道路整備計画と道路維持管理計画を総合的なみちづくり計画 [かながわ

　　のみちづくり計画] として取りまとめました。

総合計画（神奈川力構想）（2007(平成19)年7月策定）

かながわ交通計画（2007(平成19)年10月改定）

かながわ都市マスタープラン（2007(平成19)年10月改定）

計画期間：2007(平成19)年度～2016(平成28)年度

道路整備計画

道路維持管理計画

計画の体系

道路部門の実施計画

(2007(平成19)年10月策定）(2007(平成19)年10月策定）

■  計画の位置づけ
    　「かながわのみちづくり計画」は、県の総合計画（神奈川力構想）の個別計画である「かなが

　　わ交通計画」を支え、2007(平成19)年度から2016(平成28)年度までを計画期間とする、道路部門の実

　　施計画です。

都市づくり分野での基幹的な個別計画

　　かながわのみちづくり計画の特徴

※1　神奈川県の道路に関するアンケート調査

　　　　　　　　平成18年８月～９月に実施

※2　素案に対する県民意見募集

　　　　　　　　平成19年１月～２月に実施

※3　（仮称）かながわのみちづくり計画検討委員会

　　　　  　　　学識経験者や県政モニターなどで構成

※4　道路維持管理計画検討委員会

　　　　　　　　学識経験者と行政で構成　

道路整備計画 道路維持管理計画

道路維持管理
計画検討委員会※4

(仮称)かながわ
のみちづくり
計画検討委員会※3

県民ニーズの把握
(神奈川県の道路に関するアンケート調査※1)

素案に対する県民意見募集※2

計画素案

計画案 計画案

計画素案

・　道路整備の分野では、厳しい財政状況の下で、より効率的、効果的な道路整備を進めるため、

　県が実施する国道や県道の整備事業については、優先度を客観的に判断する「重点化評価手法」

　を新たに構築し、今後の整備箇所の選択と集中を図りました。

　

・　道路維持管理の分野では、橋りょうなどの高齢化対策として、計画的な補修による長寿命化

  を図っていくこととしました。また、今後は、沿道環境にも配慮しメリハリのある維持管理を

  目指すこととしたほか、県民の視点に立った維持管理を進めるため、ボランティア活動に県民

  が参加できる仕組みづくりに取り組むなど、県民との協働による維持管理を推進していくこと

  としました。

かながわのみちづくり計画かながわのみちづくり計画

・　「かながわのみちづくり計画」は、みちづくりの分野では初めての取組みとして、学識経験

　者等で構成する検討委員会を設置するとともに、県民ニーズを把握するためのアンケート調査

　を実施するなど、県民や検討委員会からのご意見を伺いながら、計画策定を進めました。

表紙の写真

津久井広域道路
（相模原市）

橋りょう点検
都市計画道路
久里浜田浦線
（横須賀市）

舗装補修
さがみ縦貫道路

（海老名市）

きれいな道づくり

ボランティア活動

国道134号

（藤沢市）

きれいな道づくり

ボランティア活動

酒匂川1号橋

（小田原市）

交通施策に関する部門別計画

道路整備計画

道路維持管理計画

改訂･かながわのみちづくり計画

計画期間：2007(平成19)年度～2016(平成28)年度

(2010(平成22)年３月改訂）

道路整備計画

道路維持管理計画

( P５～P12 )

( P13～P16 )

■  計画の見直し：2010(平成22)年３月改訂

　　　平成22年４月から相模原市が政令指定都市に移行することに伴い、相模原市域内の整備箇所を計
    画から除外するとともに、地元調整の状況などを踏まえ新たに整備箇所を追加するなど、見直しを
    行いました。
      なお、平成22年度から平成23年度にかけて、計画全体についての見直しを行う予定です。

※5　今回の改訂は、相模原市の政令指定都市への移行に伴う必要最小限の見直しであり、計画期間の
     見直しは行っていません

　　　 本計画書では、今回の改訂内容は、この背景
     デザインの部分に記載してあります。その他の
     記載内容は、策定時の内容となっています

※5



神奈川県の部門別二酸化炭素排出割合（平成18年）

 

12 %

9 %

46 %

15 %

出典：グラフでみる神奈川（平成21年3月 神奈川県総務部）

出典：｢神奈川県の温室効果ガス排出量推計結果｣について（平成21年5月 神奈川県環境農政部）

61,525
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1.37

1.48

1.44

県管理の全橋りょう数1,225橋(平成22年4月1日)に対する割合
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出典：交通年鑑(平成20年)

福岡県

急増

道路を取り巻く現状と課題道路を取り巻く現状と課題道路を取り巻く現状と課題

平成元年
（1989年）

3 5 7 9 11 13 1715 19
（2007年）

20兆2,012億円

43万5,767人

1万823事業所

大阪府

静岡県

1.44

1.37

出典：都道府県別観光地入込客統計(平成21年)

入込観光客数(平成19年)
上位5都府県

4.41

愛知県

0 41 2 3 5

4.41

1.48

1.701.70



整備の効率性

整備の効果

評価区分 a 評価区分 b 評価区分 c

評価区分 A

評価区分 B

評価区分 C

ランク1 ランク3 ランク6

ランク2 ランク5 ランク8

ランク4 ランク7 ランク9

高 低

高

低

円滑で快適な
        移動

暮らしの安心

気持ちのよい
  快適な環境

地域の発展

より便利で快適な道路網の形成

既存道路を最大限に活用する

公共交通を使いやすくする

交通事故を減らす

歩行者や自転車の安全確保

地震などの災害に備える

沿道環境の改善

地球環境の改善

美しいまち並みの形成

毎日の生活を支えるとともに、
地域の自立を支援

物流や業務移動などの産業活動の支援

観光・レジャー活動の支援

道路整備の目標 道路整備の施策体系道路整備の目標 道路整備の施策体系

　深刻な交通渋滞の発生など、本県の道路網が抱える
様々な課題に的確に対応していくため、今後の道路整
備の目標として、４つの大きな目標と12の個別目標を
設定しました。

　道路整備の目標の実現に向け、 県が実施する事業
のほか、国や高速道路株式会社が 実施する事業など
を含め、道路整備の施策を設定し ました。

重点化評価手法

インターチェンジ接続道路の 整備

交流幹線道路網の整備

地域分断・交通のボトルネックの 解消

安全で快適なみち空間の整 備

整備候補箇所の抽出（210箇所）

「新みちみらい計画」※1の未完成箇所

市町村などの意見も踏まえた新規事業箇所

整備の効果（点数化）

評価区分の組み合わせ

優先度のランク区分

整備箇所の選択と集中

整備推進箇所※2　　　 91箇所

財政状況

整備箇所の選択の流れ

自動車専用道路網の整備

重点化評価手法
による選択と集中

重点化評価手法
による選択と集中

・幅広歩道の整備

・段差のない歩道の整備

・電線類の地中化

・街路樹の整備　など

　厳しい財政状況の下で、より効率的、効果的な道路整備を進めるためには、数
多くの整備候補箇所について、整備の優先度を判断していく必要があります。
　そこで、県が実施する国道や県道の整備事業については、優先度を客観的に判
断する「重点化評価手法」を新たに構築し、今後の整備箇所の「選択と集中」を
図りました。

○　整備候補箇所の抽出
　　事業中の箇所など、「新みちみらい計画※１」における未完成箇所と、市町
　村などの意見も踏まえた新規事業箇所を合わせ、210箇所を抽出しました。

○　重点化評価手法によるランクづけ
　　重点化の評価は、円滑で快適な移動への寄与といった「整備の効果」と、事
　業効果の早期発現といった「整備の効率性」の２つの観点で行うこととし、各
　整備候補箇所の「効果」と「効率性」をそれぞれ点数化して３段階ずつに区分
　した上で、これらの組み合わせにより、優先度を９つのランクに区分しました。

※1　「新みちみらい計画」：平成9年3月に策定した本県の道路部門の実施計画（平成9年度～平成18年度）

※2　整備推進箇所

     ①継続事業箇所：事業継続中の箇所であり、引き続き整備を推進し、計画期間内に供用または部分供用
                     を図ります。
　　 ②新規事業箇所：地元と調整しながら新規事業化を図る箇所であり、地元の理解と協力が得られれば、
　　　　　　　　　　 一部の箇所については、計画期間内に供用または部分供用を図ります。

※3　事業化検討箇所：周辺の路線・区間を含むネットワークとしての「効果」などから新規事業化を検討す
　　　　　　　　　　 る箇所であり、地元や関係機関と調整しながら、事業化に向けた調査を行います。

交通事故の発生状況や地域
のまちづくりなどの観点か
ら、緊急度や重要度の高い
箇所を優先的に取り組んで
いきます

交通事故の発生状況や地域
のまちづくりなどの観点か
ら、緊急度や重要度の高い
箇所を優先的に取り組んで
いきます

○　整備箇所の選択の考え方
　　今後の整備箇所は、財政状況を踏まえ、ランクが上位の箇所からの選択を基
　本にしつつ、事業の継続性や、周辺の路線・区間を含むネットワークとしての
　「効果」なども考慮した上で選択しました。

(相模原市域の整備候補箇所(36箇所)）　

相模原市域を除く
      整備候補箇所　

整備の効率性（点数化）

ランクが上位の箇所からの選択が基本

事業の継続性や、周辺の路線・区間を含む
ネットワークとしての「効果」なども考慮

事業化検討箇所

　　　 77箇所

7箇所

整備推進箇所　

( P11～P12 )

(相模原市域の整備推進箇所14箇所を減）　

(地元調整の状況など踏まえ２箇所を追加)　

(174箇所)　

2010(平成22)年３月改訂

事業化検討箇所※3　　 　5箇所

道路整備計画道路整備計画道路整備計画
今回の改訂内容は、この背景デザインの部分に記載してあります
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・国等が実施する、政令指定都市を含む県全域の事業を対象と
  しているため改訂による増減はありません

※２ 2007～2009年度までの相模原市域を含んだ数値を記載しています ※３ 2010年度以降の数値を記載しています

※１ 策定時(平成19年10月)における実施計画(2007～2016年度)の数値を、下段( )書きで記載しています

自動車専用道路網の整備

インターチェンジ接続道路の整備

県土構造の骨格として重要な自動車専用道路網の整備を促進します。

・「さがみ縦貫道路」、「新東名高速道路」、「(仮称)綾瀬インターチェンジ」など

　新たに整備される自動車専用道路への円滑なアクセスを確保するため、インター

チェンジ接続道路の整備を推進します。

　・「国道129号」、「都市計画道路下今泉門沢橋線」など

1

2

交流幹線道路網の整備

　自動車専用道路網を補完して、地域の交流・連携を支える幹線道路網の整備を推

進します。

　・「都市計画道路穴部国府津線」、「三浦半島中央道路」など

3

　大河川や鉄道などによる地域分断・交通のボトルネックを解消し、道路ネット

ワーク全体の機能強化を図るため、橋りょうの整備や鉄道との立体交差などを

推進します。

　・「酒匂川２号橋」、「大船立体」など

地域分断・交通のボトルネックの解消4

実施計画（2007～2016年度）

供用または部分供用交流幹線道路網の整備

実施計画（2007～2016年度）

実施計画（2007～2016年度）

12 路線

自動車専用道路網の整備　　　供用または部分供用

国道134号湘南大橋の４車線化（茅ヶ崎市～平塚市）

都市計画道路穴部国府津線（小田原市）

都市計画道路下今泉門沢橋線（海老名市）

さがみ縦貫道路（海老名市）

　障害者や高齢者など、誰もが自らの意思で自由に移動し、積極的に社会参加す

ることができる社会基盤の整備として、幅の広い歩道や段差のない歩道の整備に

取り組むとともに、街路樹の整備や電線類の地中化などを推進することにより、

快適なみち空間の形成を進めます。

5 安全で快適なみち空間の整備

自転車道の整備

幅広歩道の整備

街路樹の整備

電線類の地中化
実施計画（2007～2016年度）

実施計画（2007～2016年度）

街路樹の整備

66 Km 供用または部分供用地域分断・交通のボトルネックの解消

実施計画（2007～2016年度）

整備

実施計画（2007～2016年度）

電線類の地中化

実施計画（2007～2016年度）

さがみグリーンライン
自転車道の整備

 ( 10 ) ( 13 )
 8 箇所  Km 9

 ※１

 ※２ ※３

供用または部分供用インターチェンジ接続道路の整備　　

77 54 Km
 ( 87 )  ( 58 )

 箇所
 ※１

 ※２ ※３

幅広歩道の整備

段差のない歩道の整備

180 Km
 ( 200 )

 ※２

3,700 箇所
 ( 4,200 )

 ※２

28 Km
 ( 29 )

 ※２

12 Km

10 Km

 ( 14 )

 ※２

18 箇所 11 箇所
 ( 17 )  ( 12 )

 ※１

 ※２ ※３

 ※１

 ※１

 ※１

 ※１

・相模原市域内の事業ではな
  いため改訂による増減はあ
  りません

道路整備計画道路整備計画道路整備計画
今回の改訂内容は、この背景デザインの部分に記載してあります
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(交流幹線道路網の整備)、※

今回の改訂による追加箇所

(地域分断・交通のボトルネックの解消)は、

1

1

2 2

・本計画から除外する14箇所

2010(平成22)年３月改訂

( P11～P12 )

63

58

8

615554

7

62

52 53 56 595150

6

・本計画に新たに追加する２箇所

(再掲)

1 2

1 2 (再掲)

相模原市域

今回の改訂内容は、この背景デザインの部分に記載してあります



 

 

 

 

 

※未供用区間のIC（インターチェンジ）・JCT（ジャンクション）名は仮称です。橋りょう名称等には仮称を含みます。
※(都)とは都市計画道路のことです。
※「地域分断・交通のボトルネックの解消」の箇所は全て、「インターチェンジ接続道路の整備｣または｢交流幹線道路網の整備」の再掲です。

54

H19～H28

 

番 号 路 線 名 箇 所 （ 区 間 ） 工  種 継続または
新規の区別

地域分断・交通のボトルネックの解消(再掲)

H19～H28

 

番 号 路 線 名 箇 所 （ 区 間 ） 工  種
継続または
新規の区別

H19～H28

 
番 号 路 線 名 箇 所 （ 区 間 ） 工  種 継続または

新規の区別

7

6

56

52
53

51

55

50

61
62
63

8

59
58

54

新東名高速道路

(再掲)

・本計画に新たに追加する２箇所(上表   箇所)(再掲含む) 2010(平成22)年３月改訂
・本計画から除外する14箇所(下表)

今回の改訂内容は、この背景デザインの部分に記載してあります



道路維持管理の目標

道路施設の適正な維持管理

計画的な維持管理による橋りょう等
の道路施設の長寿命化

地域特性に応じた道路維持管理の実施

「県民とともに考え、ともに実行して
 いく」ための仕組みづくり

点検結果等を活用して、
計画等の見直し

目標と基本方針目標と基本方針

　常に県民の視点に立ち、安全・安心な道路環境を確保し、限られた資源の中におい

て長期的な視点で、効率的かつ効果的に維持管理することにより、全ての県民の財産

である道路を次世代に確実に引き継ぎます。

計画的な維持管理による橋りょう等の道路施設の長寿命化

　道路施設の中で、特に重要な施設である橋りょうについては、計画的な維持管理による
長寿命化を図り、今後のライフサイクルコストの低減をめざします。

具体的な取組み

予防的補修による橋りょうの長寿命化のイメージ

橋りょうの点検

実施時間

定期点検

  橋りょうの

維持管理計画

補修実施

全橋点検 定期点検

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

計画策定

点検結果にもとづき予防的補修の実施

～

橋りょうの点検と補修のスケジュール

1

2

県が管理する橋りょうについて、定期点検を実施

「橋りょう長寿命化修繕計画」に基づき、予防的な補修を実施

小規模補修をこまめに行うことで、健全度を維持していきます。

 県管理橋りょう全体を考えながら、
橋りょう長寿命化修繕計画を策定

PLAN

橋りょう長寿命化修繕計画
に沿って対策を実施

橋りょうの状態を把握・評価
するため定期点検を実施

PLAN

DODO

CHECKCHECK

ACTIONACTION

繰り返し
実  施

健
全
度

時間

【従来】

大規模補修

架替え架替え

健
全
度

定期点検

長寿命化

健
全
度
の
維
持

時間

小規模補修小規模補修小規模補修

定期点検 定期点検

【今後】
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道路維持管理計画道路維持管理計画道路維持管理計画

計画見直し

「橋りょう長寿命化修繕計画」策定 ※

今回の改訂内容は、この背景デザインの部分に記載してあります

　平成20年度に県管理橋りょうの全ての点検が終了したため、橋りょう維持管理計画を
見直し、全橋りょうの点検結果を反映させた「橋りょう長寿命化修繕計画」を平成21年
度に策定しました。

　「橋りょう長寿命化修繕計画」策定※



実施計画（2007～2016年度）

土砂崩落対策箇所の整備

実施計画（2007～2016年度）

橋りょうの耐震補強

 箇所

※1

※1  緊急輸送路上で、昭和54年以前の示方書を適用した橋りょうを対象としています

交通量と沿道の状況を考慮した舗装の管理区分

B C

区
分

交
通
量

地
域
補
正

管
理
区
分

【自動車
 交通量】

【管理区分】

4,000台/日未満

A+

住宅の状況など
の沿道環境

住居専用
地 域 等

住居専用
地 域 等

20,000台/日以上 20,000～4,000台/日

地域特性に応じた道路維持管理の実施

 ※2　A
+
>A>B>Cと左へ行くほどひび割れなどが少ない良好な路面状況を保っていきます。

 ※1　住居専用地域等とは、騒音抑制地域や住居専用地域等、騒音に配慮する地域

舗装の維持管理

緊急輸送路に架かる橋りょうの耐震補強

土砂崩落対策箇所の整備

災害への対応力の強化

　自然災害に対する安全度を高めるため、県が管理する緊急輸送路上の橋りょうの耐震補強や、
土砂崩落対策箇所の整備を実施します。

A

国道134号等

県道70号（秦野清川）等

　自動車交通量に加えて、住宅の状況などの沿道環境にも配慮した修繕を行うことで、地域毎の
ニーズに対応したメリハリのある維持管理を実施していきます。

　様々な県民活動を支える道路について、安全の確保はもとより、地域の実情などに応じた
維持管理をめざします。

※1

※2

※1

住居専用
地 域 等

※1

ボランティア活動等の情報発信・共有

イベント、支援制度の情報

活動内容に関する情報

活動者との意見交換、アンケート  等

支援制度の構築
県民のみなさんとともに、活動できる

環境をつくります

イベント活動（きっかけづくり）の推進

ボランティア活動の支援

「きれいな道づくり活動」

行政と連携し、継続的に活動できる

「かながわアダプトプログラム」

簡単な手続きにより、気軽に参加できる

「道守サポーターズ」

情報発信・共有化の推進
広報誌、ホームページ等による情報の発信
及び共有化を図ります

情報発信・共有

支　援

県　民
（ボランティア団体、企業等を含む）

「県民とともに考え、ともに実行していく」ための仕組みづくり

　県民の視点に立った道路の維持管理を進めるため、道路に関する情報について、広報誌や
ホームページなどを通して、発信・共有化を進めるとともに、県民と行政がともに活動しや
すい環境とするため、ボランティア活動の支援制度を整えます。

　参加者は、簡単な手続きにより活動の場
所と内容を事前に登録し、各自のペースで
安心して清掃活動等を行います。

　各種団体が県管理道路の特定区間の「里
親」として、定期的に清掃等を行います。
　県・市町村との間で役割分担を定めた協
定を締結します。

　県主催のイベントとして、毎年２回、
県内各地で道路清掃を行っています。
　道路ボランティア活動のきっかけづく
りとなるイベントです。

きれいな道づくり活動 かながわアダプトプログラム

道守サポーターズ

簡単に登録、気軽に参加！

道路の「里親」になる！

道路維持管理計画道路維持管理計画道路維持管理計画

15 16

56 箇所整備

( 5 )

( 70 )

※2

※3

※2

※4

11 
※3  2007～2009年度までの

   相模原市域を含んだ数値

   と、国道135号 真鶴道路

   (旧道区間)の県への移管

   に伴い追加した数値を記

   載しています

※2  策定時(平成19年10月)における実施計画(2007～2016年度)の数値を、下段( )書きで記載しています

今回の改訂内容は、この背景デザインの部分に記載してあります

※4  2007～2009年度までの
   相模原市域を含んだ数値
   を記載しています



10％ UP

円滑で快適な移動 走行速度の向上

暮らしの安心 幅広歩道(2m以上)の整備

気持ちのよい

　　快適な環境

二酸化炭素排出量の削減

地域の発展 インターチェンジまでの

5Km圏域の拡大

約 5％ 削減

17％ 拡大

現状80％ 将来97％

目　標 成果指標 成  果

約10％ 向上

緊急輸送路に架かる
橋りょうの耐震補強実施率

街路樹の整備

100％ 完了

円滑に事業が進捗した場合に得られる成果を提示しました。

※県管理道路が対象
　（歩道の延長）

※県管理道路が対象

走行速度の向上により、自動車
排出ガス量が減少します。

※県管理道路が対象
　（道路の延長）

■「改訂・かながわのみちづくり計画」は、次のホームページでご覧になれます。

神奈川県県土整備局道路部

道路整備課のホームページ
URL　http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/doroseibi/douro/index.htm

道路管理課のホームページ
URL　http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/dorokanri/homepage/kanrikatop.htm

　改訂・かながわのみちづくり計画 検索

県土面積の約15％(相模
原市と愛川町を合わせた
面積)の樹木が吸収する
CO2量に相当します。

期待される成果期待される成果期待される成果

17 18

  

( Ｐ８ )

( Ｐ８ )

(200)
  整備180Km 

28Km 整備
(29)

 ※２

 ※１

 ※２

 ※１

※２ 2007～2009年度までの相模原市域を含んだ数値を
     記載しています

※１ 策定時(平成19年10月)における実施計画(2007～
     2016年度)の数値を、下段( )書きで記載しています

今回の改訂内容は、この背景デザインの部分に記載してあります

道路企画課のホームページ
URL　http://www.pref.kanagawa.jp/sosiki/kendo/0718/index.html



県土整備局道路部道路企画課　電話(045)210-6410
　　　　　　　　道路整備課　電話(045)210-6425
　　　　　　　　道路管理課　電話(045)210-6359
横浜市中区日本大通１　〒231-8588　

改訂･

2010.４　
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